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   Ｃ０８Ｌ 101/00     (2006.01)
   Ｂ３３Ｙ  40/00     (2015.01)
   Ｂ３３Ｙ  70/00     (2015.01)
   Ｂ２９Ｃ  64/118    (2017.01)
   Ｂ２９Ｃ  64/314    (2017.01)
   Ｃ０８Ｌ  97/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  101/00     ＺＢＰ　
   Ｂ３３Ｙ   40/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   70/00     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   64/118    　　　　
   Ｂ２９Ｃ   64/314    　　　　
   Ｃ０８Ｌ   97/00     ＺＡＢ　
   Ｃ０８Ｌ  101/16     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月24日(2018.5.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１種の熱可塑性樹脂と、１００質量部の前記熱可塑性樹脂に対して５～１８
０質量部の、ヘンプ及び／又はフラックス由来の顆粒状シャイブ粒子とを含む複合材料で
あって、前記シャイブ粒子が、ＩＳＯ　１３３２０－１（１９９９）規格に準拠したレー
ザー回折技法によって測定された、０．２ｍｍ未満の平均粒径を有することを特徴とする
複合材料。
【請求項２】
　前記シャイブ粒子が、０．１ｍｍ未満の平均粒径を有する、請求項１に記載の複合材料
。
【請求項３】
　前記シャイブ粒子が、０．５～２．０のアスペクト比を有し、前記アスペクト比が、Ｉ
ＳＯ　９２７６－６（２００８）規格に従って測定されたものである、請求項１又は２に
記載の複合材料。
【請求項４】
　前記シャイブ粒子の前記アスペクト比が、０．８～１．２である、請求項３に記載の複
合材料。
【請求項５】
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　前記シャイブ粒子の前記アスペクト比が、０．９～１．１である、請求項４に記載の複
合材料。
【請求項６】
　ヘンプ及び／又はフラックス由来でかつ０．５～４ｃｍの長さを有する０．１～６０質
量部の靭皮繊維を更に含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項７】
　前記熱可塑性樹脂が、天然又は合成系である、請求項１～６のいずれか一項に記載の複
合材料。
【請求項８】
　前記合成系の熱可塑性樹脂が、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリプロピレ
ン（ＰＰ）、ポリエチレン（ＰＥ）、アクリロニトリル－ブタジエン－スチレン（ＡＢＳ
）コポリマー、ポリプロピレン／ポリエチレンテレフタレートコポリマー、及びエチレン
－プロピレンコポリマーから選択される、請求項７に記載の複合材料。
【請求項９】
　前記天然系の熱可塑性樹脂が、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリヒドロキシアルカノエート（
ＰＨＡ）、加工でんぷん、及びバイオエタノール由来のポリエチレンから選択される、請
求項７に記載の複合材料。
【請求項１０】
　０．２ｍｍ未満の平均粒径を有するヤシ殻由来の成分を更に含む、請求項１～９のいず
れか一項に記載の複合材料。
【請求項１１】
　アルカリ金属酸化物及び／又はアルカリ土類金属酸化物から選択される結合剤を更に含
む、請求項１～１０のいずれか一項に記載の複合材料。
【請求項１２】
　前記結合剤が、酸化カルシウムである、請求項１１に記載の複合材料。
【請求項１３】
　少なくとも１種の熱可塑性樹脂を溶融させる工程と、
　前記少なくとも１種の溶融樹脂を、１００質量部の前記熱可塑性樹脂に対して５～１８
０質量部の、ヘンプ又はフラックス由来でかつ０．２ｍｍ未満の平均粒径を有する顆粒状
シャイブ粒子と混合する工程と、
　得られた前記混合物を冷却して複合材料を形成する工程と、
を含む、請求項１～１２のいずれか一項で定義された複合材料の製造方法。
【請求項１４】
　３Ｄ印刷により三次元の物体を製造するための、請求項１～１２のいずれか一項に記載
の複合材料の使用。
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